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(57)【要約】
【課題】終了後の電力消費を容易に低減することである
。
【解決手段】超音波診断装置１Ａは、超音波診断装置１
Ａの各部への電力供給を行う電源部１４と、超音波診断
装置１Ａの終了又は起動の操作を受け付ける電源ボタン
１５と、電源ボタン１５の入力受付を待機し、電源部１
４への電力供給及び制御を行う電源制御部１３Ａと、超
音波診断装置１Ａに内蔵され、電源制御部１３Ａに電力
を供給するバッテリー１７と、オン又はオフの操作を受
け付け、当該操作に応じてバッテリー１７と電源制御部
１３Ａとの間の線路を電気的に接続又は遮断するスイッ
チ１８と、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の医用画像の処理を行う医用画像診断装置であって、
　前記医用画像診断装置の各部への電力供給を行う電源部と、
　前記医用画像診断装置の終了又は起動の操作を受け付ける電源ボタンと、
　前記電源ボタンの入力受付を待機し、前記電源部への電力供給及び制御を行う電源制御
部と、
　前記医用画像診断装置に内蔵され、前記電源制御部に電力を供給する電池部と、
　オン又はオフの操作を受け付け、当該操作に応じて前記電池部と前記電源制御部との間
の線路を電気的に接続又は遮断するスイッチと、を備える医用画像診断装置。
【請求項２】
　前記医用画像診断装置の外部から入力された電源電力を前記電源制御部に供給する外部
電源入力部を備え、
　前記電源制御部は、前記外部電源入力部から入力された電源電力を、前記スイッチを介
して前記電池部に供給する請求項１に記載の医用画像診断装置。
【請求項３】
　前記電池部と前記電源制御部との間に前記スイッチと並列に設けられ、前記電源制御部
からのオン又はオフの制御に応じて、前記電池部と前記電源制御部との間の線路を接続又
は遮断するリレーを備え、
　前記電源制御部は、前記スイッチがオフでかつ前記外部電源入力部から電源電力が入力
された場合に、前記リレーをオンし、前記入力された電源電力を、当該リレーを介して前
記電池部に供給する請求項２に記載の医用画像診断装置。
【請求項４】
　前記電源制御部は、前記医用画像診断装置が稼働している場合に、前記リレーをオンす
る請求項３に記載の医用画像診断装置。
【請求項５】
　前記電源制御部は、スタンバイで前記医用画像診断装置が終了された場合に、前記リレ
ーをオフする請求項３又は４に記載の医用画像診断装置。
【請求項６】
　前記医用画像診断装置をシャットダウン又はスタンバイで終了する操作入力を受け付け
る操作部と、
　前記操作部又は前記電源ボタンにより入力された操作に応じて、シャットダウン又はス
タンバイで前記医用画像診断装置の終了処理を行うシステム制御部と、を備える請求項１
から５のいずれか一項に記載の医用画像診断装置。
【請求項７】
　前記医用画像診断装置の終了の操作入力を受け付ける操作部と、
　前記操作部又は前記電源ボタンにより入力された操作に応じて、前記医用画像診断装置
の終了処理を行うシステム制御部と、
　前記スイッチがオンの状態の場合に、当該オンの状態を前記システム制御部に通知する
通知部と、を備え、
　前記システム制御部は、前記スイッチのオンの状態の通知がある場合の前記操作部又は
前記電源ボタンにより入力された終了の操作に応じて、スタンバイで前記医用画像診断装
置の終了処理を行う請求項１から５のいずれか一項に記載の医用画像診断装置。
【請求項８】
　前記通知部は、前記スイッチがオフの状態の場合に、当該オフの状態を前記システム制
御部に通知し、
　前記システム制御部は、前記スイッチのオフの状態の通知がある場合の前記操作部又は
前記電源ボタンにより入力された終了の操作に応じて、シャットダウンで前記医用画像診
断装置の終了処理を行う請求項７に記載の医用画像診断装置。
【請求項９】
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　データを記憶する揮発性の記憶部を備え、
　前記スタンバイは、前記電源制御部、前記電源部及び前記記憶部に電力が供給され、当
該記憶部に記憶されたデータが保持された状態である請求項５から８のいずれか一項に記
載の医用画像診断装置。
【請求項１０】
　前記シャットダウンは、前記電源制御部に電力が供給される状態である請求項６又は８
に記載の医用画像診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医用画像診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医用画像診断装置として、バッテリーと、ＡＣ（Alternating Current）－ＤＣ
（Direct Current）コンバーターと、を備える医用画像診断装置超音波診断装置が知られ
ている（特許文献１参照）。超音波診断装置の各部に電源を供給する電源部に対しては、
ＡＣ－ＤＣコンバーターが商用電源など外部から供給された電源電力を変換して供給する
。さらにＡＣ－ＤＣコンバーターは、バッテリーにも充電を行う。外部電源の供給が受け
られない状況下では、バッテリーが電源部に対して電源を供給する。通常の診療環境では
、超音波診断装置は商用電源で稼働することが多いが、屋外など診療場所によっては商用
電源が使えないこともあるため、その場合はバッテリーにより稼働させることができる。
バッテリーでの稼働後は、商用電源に接続することで充電する。
【０００３】
　また、近年の超音波診断装置では、終了中であっても、次回起動のために制御回路の一
部に電源電力を供給するものが知られている。ここで、図１４を参照して、バッテリーを
備える従来の超音波診断装置１Ｄを簡単に説明する。図１４は、スタンバイの状態の従来
の超音波診断装置１Ｄの機能構成を示すブロック図である。
【０００４】
　図１４において、二重矢印が電源ラインを示し、破線矢印がスタンバイ電源ラインを示
し、一重矢印が信号ライン又は制御ラインを示す。また、図１４において、太線が給電し
ているライン又は稼働している部品を示し、細線が給電していないライン又は稼働してい
ない部品を示す。これらの表記は、他の図においても同様であるものとする。
【０００５】
　図１４に示すように、超音波診断装置１Ｄは、筐体２Ｄと、超音波探触子４０と、表示
部５０と、操作部６０と、ＡＣアダプター７０と、を備える。筐体２Ｄは、システム制御
部１１と、電源制御部１３Ａと、電源部１４と、電源ボタン１５と、ＤＣ入力コネクター
１６と、バッテリー１７と、超音波信号処理部３０と、を備える。システム制御部１１は
、揮発性のメモリー１２を有する。超音波探触子４０は、ケーブル４１を介して超音波信
号処理部３０に接続されている。超音波信号処理部３０は、送受信部３１と、ビームフォ
ーミング部３２と、信号処理部３３と、表示処理部３４と、を備える。
【０００６】
　超音波診断装置１Ｄの起動時に、電源制御部１３Ａは、バッテリー１７又は商用電源に
接続されたＡＣアダプター７０を介する商用電源により供給された電源電力を電源部１４
に供給する。電源部１４は、システム制御部１１、電源ボタン１５、超音波信号処理部３
０、超音波探触子４０、表示部５０、操作部６０に電源電力を供給する。システム制御部
１１は、超音波信号処理部３０を制御し、超音波探触子４０による被検体への超音波送受
信による超音波画像データを生成して表示部５０に表示させる。
【０００７】
　超音波診断装置１Ｄの終了は、スタンバイと、シャットダウンと、の２種類がある。図
１４には、ＡＣアダプター７０が接続されていない（商用電源の電力供給がない）スタン
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バイの状態の超音波診断装置１Ｄを示す。ＡＣアダプター７０が接続されていないスタン
バイの状態においては、メモリー１２に記憶されたデータを起動後に使用可能にするため
に、バッテリー１７から出力された電源電力が、待機電力として、電源制御部１３Ａ、電
源部１４、メモリー１２及び電源ボタン１５に供給されている。電源制御部１３Ａは、超
音波診断装置１Ｄの起動のための電源ボタン１５の押下操作を待機している。
【０００８】
　ＡＣアダプター７０が接続されていないシャットダウンの状態においては、メモリー１
２に記憶されたデータを起動後に使用しないので、バッテリー１７から出力された電源電
力が、待機電力として、電源制御部１３Ａ及び電源ボタン１５に供給されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開平５－２６１０９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　超音波診断装置１Ｄは、平時の環境では特に難なく商用電源にアクセス可能であるが、
災害時や未開発の地域などで診療を行う場合、商用電源でバッテリー１７に充電したのち
移動し、診療で稼働させるまでに数時間～数日を要することがある。スタンバイ中だけで
なく、シャットダウン中でも充電できない状況下では、バッテリー１７の電力は、待機電
力として徐々に消費されるため、診療に供される時間が短縮されてしまう。安易な解決策
としては、充電後のバッテリー１７を超音波診断装置１Ｄから外すことで待機電力による
放電を防ぐことができる。しかし、バッテリー１７を別に携行する必要があるため、移動
の際には煩わしい。
【００１１】
　本発明の課題は、終了後の電力消費を容易に低減することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明の医用画像診断装置は、
　被検体の医用画像の処理を行う医用画像診断装置であって、
　前記医用画像診断装置の各部への電力供給を行う電源部と、
　前記医用画像診断装置の終了又は起動の操作を受け付ける電源ボタンと、
　前記電源ボタンの入力受付を待機し、前記電源部への電力供給及び制御を行う電源制御
部と、
　前記医用画像診断装置に内蔵され、前記電源制御部に電力を供給する電池部と、
　オン又はオフの操作を受け付け、当該操作に応じて前記電池部と前記電源制御部との間
の線路を電気的に接続又は遮断するスイッチと、を備える。
【００１３】
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の医用画像診断装置において、
　前記医用画像診断装置の外部から入力された電源電力を前記電源制御部に供給する外部
電源入力部を備え、
　前記電源制御部は、前記外部電源入力部から入力された電源電力を、前記スイッチを介
して前記電池部に供給する。
【００１４】
　また、請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の医用画像診断装置において、
　前記電池部と前記電源制御部との間に前記スイッチと並列に設けられ、前記電源制御部
からのオン又はオフの制御に応じて、前記電池部と前記電源制御部との間の線路を接続又
は遮断するリレーを備え、
　前記電源制御部は、前記スイッチがオフでかつ前記外部電源入力部から電源電力が入力
された場合に、前記リレーをオンし、前記入力された電源電力を、当該リレーを介して前
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記電池部に供給する。
【００１５】
　また、請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の医用画像診断装置において、
　前記電源制御部は、前記医用画像診断装置が稼働している場合に、前記リレーをオンす
る。
【００１６】
　また、請求項５に記載の発明は、請求項３又は４に記載の医用画像診断装置において、
　前記電源制御部は、スタンバイで前記医用画像診断装置が終了された場合に、前記リレ
ーをオフする。
【００１７】
　また、請求項６に記載の発明は、請求項１から５のいずれか一項に記載の医用画像診断
装置において、
　前記医用画像診断装置をシャットダウン又はスタンバイで終了する操作入力を受け付け
る操作部と、
　前記操作部又は前記電源ボタンにより入力された操作に応じて、シャットダウン又はス
タンバイで前記医用画像診断装置の終了処理を行うシステム制御部と、を備える。
【００１８】
　また、請求項７に記載の発明は、請求項１から５のいずれか一項に記載の医用画像診断
装置において、
　前記医用画像診断装置の終了の操作入力を受け付ける操作部と、
　前記操作部又は前記電源ボタンにより入力された操作に応じて、前記医用画像診断装置
の終了処理を行うシステム制御部と、
　前記スイッチがオンの状態の場合に、当該オンの状態を前記システム制御部に通知する
通知部と、を備え、
　前記システム制御部は、前記スイッチのオンの状態の通知がある場合の前記操作部又は
前記電源ボタンにより入力された終了の操作に応じて、スタンバイで前記医用画像診断装
置の終了処理を行う。
【００１９】
　また、請求項８に記載の発明は、請求項７に記載の医用画像診断装置において、
　前記通知部は、前記スイッチがオフの状態の場合に、当該オフの状態を前記システム制
御部に通知し、
　前記システム制御部は、前記スイッチのオフの状態の通知がある場合の前記操作部又は
前記電源ボタンにより入力された終了の操作に応じて、シャットダウンで前記医用画像診
断装置の終了処理を行う。
【００２０】
　また、請求項９に記載の発明は、請求項５から８のいずれか一項に記載の医用画像診断
装置において、
　データを記憶する揮発性の記憶部を備え、
　前記スタンバイは、前記電源制御部、前記電源部及び前記記憶部に電力が供給され、当
該記憶部に記憶されたデータが保持された状態である。
【００２１】
　また、請求項１０に記載の発明は、請求項６又は８に記載の医用画像診断装置において
、
　前記シャットダウンは、前記電源制御部に電力が供給される状態である。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、終了後の電力消費を容易に低減できる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の第１の実施の形態の通常シャットダウンの状態の第１の超音波診断装置
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の機能構成を示すブロック図である。
【図２】第１のスイッチの概略構成を示す図である。
【図３】完全シャットダウンの状態の第１の超音波診断装置の機能構成を示すブロック図
である。
【図４】通常シャットダウンで充電の状態の第１の超音波診断装置の機能構成を示すブロ
ック図である。
【図５】通常シャットダウンの状態の第２の超音波診断装置の機能構成を示すブロック図
である。
【図６】リレーの概略構成を示す図である。
【図７】完全シャットダウンの状態の第２の超音波診断装置の機能構成を示すブロック図
である。
【図８】通常シャットダウンで充電の状態の第２の超音波診断装置の機能構成を示すブロ
ック図である。
【図９】スタンバイの状態の第２の超音波診断装置の機能構成を示すブロック図である。
【図１０】稼働の状態の第２の超音波診断装置の機能構成を示すブロック図である。
【図１１】稼働で充電の状態の第２の超音波診断装置の機能構成を示すブロック図である
。
【図１２】スタンバイの状態の第３の超音波診断装置の機能構成を示すブロック図である
。
【図１３】第２のスイッチの概略構成を示す図である。
【図１４】スタンバイの状態の従来の超音波診断装置の機能構成を示すブロック図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　添付図面を参照して、本発明に係る第１～第３の実施の形態を順に詳細に説明する。な
お、本発明は、図示例に限定されるものではない。
【００２５】
　（第１の実施の形態）
　図１～図４を参照して、本発明に係る第１の実施の形態を説明する。先ず、図１及び図
２を参照して、本実施の形態の装置構成を説明する。図１は、本実施の形態の通常シャッ
トダウンの状態の超音波診断装置１Ａの機能構成を示すブロック図である。図２は、スイ
ッチ１８の概略構成を示す図である。
【００２６】
　本実施の形態の医用画像診断装置としての超音波診断装置１Ａは、病院などの商用電源
のある医療機関や、商用電源のない屋外などで使用され、ユーザー（検査者（医者、技師
など））が携行可能な診断装置である。図１に示すように、超音波診断装置１Ａは、筐体
２と、超音波探触子４０と、表示部５０と、操作部６０と、ＡＣアダプター７０と、を備
える。
【００２７】
　超音波探触子４０は、図示しない患者の生体などの被検体に対して超音波（送信超音波
）を送信するとともに、この被検体で反射した反射超音波、散乱超音波を含む受信超音波
を受信する。筐体２は、ケーブル４１を介して、超音波探触子４０と接続され、超音波探
触子４０に電気信号の駆動信号を送信することによって超音波探触子４０に被検体に対し
て送信超音波を送信させる。また、筐体２は、超音波探触子４０にて受信した被検体内か
らの受信超音波に応じて超音波探触子４０で生成された電気信号である受信信号に基づい
て被検体内の内部状態を超音波画像として画像化する。
【００２８】
　超音波探触子４０の振動子（図示略）は、例えば、方位方向に一次元アレイ状に複数配
列されている。本実施の形態では、例えば、１９２個の振動子を備えた超音波探触子４０
を用いている。なお、振動子は、二次元アレイ状に配列されたものであってもよい。また
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、振動子の個数は、任意に設定することができる。また、超音波探触子４０は、電子走査
方式あるいは機械走査方式の何れを採用してもよく、また、リニア走査方式、セクター走
査方式又はコンベックス走査方式の何れの方式を採用することもできる。
【００２９】
　図１に示すように、筐体２は、システム制御部１１と、電源制御部１３Ａと、電源部１
４と、電源ボタン１５と、外部電源入力部としてのＤＣ入力コネクター１６と、電池部と
してのバッテリー１７と、超音波信号処理部３０と、を備える。システム制御部１１は、
揮発性のメモリー１２を有する。超音波信号処理部３０は、送受信部３１と、ビームフォ
ーミング部３２と、信号処理部３３と、表示処理部３４と、を備える。
【００３０】
　操作部６０は、例えば、被検体の検査開始の指示などの各種コマンドや、測定条件、被
検体情報などのデータの入力などを行うための各種スイッチ、ボタン、トラックボール、
マウス、キーボードなどを備えており、操作入力に応じた操作情報をシステム制御部１１
に出力する。特に操作部６０は、超音波診断装置１Ａを終了する際に、ユーザーからの終
了の実行及び終了方法の選択情報（シャットダウン又はスタンバイ）の入力を受け付ける
。
【００３１】
　送受信部３１は、システム制御部１１からの駆動電圧（駆動電圧値）にしたがって、当
該駆動電圧に対応する電気信号としての駆動信号を生成して超音波探触子４０にケーブル
４１を介して供給し、送信超音波を発生させる送信部として機能する。送受信部３１は、
送信部として例えば、クロック発生回路、遅延回路、パルス発生回路を備えている。クロ
ック発生回路は、駆動信号の送信タイミングや送信周波数を決定するクロック信号を発生
させる回路である。遅延回路は、駆動信号の送信タイミングを振動子毎に対応した個別経
路毎に遅延時間を設定し、設定された遅延時間だけ駆動信号の送信を遅延させて送信超音
波によって構成される送信ビームの集束を行うための回路である。パルス発生回路は、所
定の周波数で駆動信号としてのパルス信号を発生させるための回路である。上述のように
構成された送受信部３１は、例えば、超音波探触子４０に配列された複数（例えば、１９
２個）の振動子のうちの連続する一部（例えば、６４個）を駆動して送信超音波を発生さ
せる。そして、送受信部３１は、送信超音波を発生させる毎に駆動する振動子を方位方向
にずらすことで走査（スキャン）を行う。これにより、超音波探触子４０は、送受信部３
１からの駆動信号に応じて、超音波送受信の動作を行う。
【００３２】
　また、送受信部３１は、システム制御部１１の制御に従って、超音波探触子４０からケ
ーブル４１を介して電気信号である受信信号を受信する受信部として機能する。送受信部
３１は、超音波探触子４０の各振動子の受信信号を出力する。
【００３３】
　ビームフォーミング部３２は、システム制御部１１の制御に従って、送受信部３１から
入力された各振動子の受信信号を強め合い音線データを生成する。ビームフォーミング部
３２は、例えば、増幅器、Ａ／Ｄ（Analog to Digital）変換回路、整相加算回路を備え
る。増幅器は、受信信号を、振動子毎に対応した個別経路毎に、予め設定された増幅率で
増幅させるための回路である。Ａ／Ｄ変換回路は、増幅された受信信号をＡ／Ｄ変換する
ための回路である。整相加算回路は、Ａ／Ｄ変換された受信信号に対して、振動子毎に対
応した個別経路毎に遅延時間を与えて時相を整え、これらを加算（整相加算）して音線デ
ータを生成するための回路である。
【００３４】
　信号処理部３３は、システム制御部１１の制御に従って、ビームフォーミング部３２か
ら入力された音線データに対して包絡線検波処理や対数増幅などを実施し、ダイナミック
レンジやゲインの調整を行って輝度変換することにより、Ｂ（Brightness）モード画像デ
ータを生成する。すなわち、Ｂモード画像データは、受信信号の強さを輝度によって表し
たものである。信号処理部３３は、診断モードがＢモードのＢモード画像データの他、Ａ
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（Amplitude）モード、Ｍ（Motion）モード、パルスドプラー法、カラードプラー法など
、他の診断モードの超音波画像データが生成可能である。
【００３５】
　また、信号処理部３３は、ＤＲＡＭ（Dynamic Random Access Memory）などの半導体メ
モリーによって構成された画像メモリー部（図示略）を備える。信号処理部３３は、シス
テム制御部１１の制御に従って、生成したＢモード画像データをフレーム単位で画像メモ
リー部に記憶し、フレーム毎の画像データとして出力する。
【００３６】
　表示処理部３４は、システム制御部１１の制御に従って、信号処理部３３から入力され
たフレームの画像データに座標変換などを施して画像信号に変換し、表示部５０に出力す
る。
【００３７】
　表示部５０は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）、ＣＲＴ（Cathode-Ray Tube）ディ
スプレイ、有機ＥＬ（Electronic Luminescence）ディスプレイ、無機ＥＬティスプレイ
及びプラズマディスプレイなどの表示装置が適用可能である。表示部５０は、超音波信号
処理部３０を介したシステム制御部１１の制御に従って、表示処理部３４から入力された
画像信号に従って表示画面上に超音波画像などの表示を行う。特に表示部５０は、超音波
診断装置１Ａを終了する際に、ユーザーからの終了の実行及び終了方法の選択（シャット
ダウン又はスタンバイ）の入力を受け付ける表示画面情報を表示する。
【００３８】
　システム制御部１１は、例えば、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read 
Only Memory）、メモリー１２を備え、ＲＯＭに記憶されているシステムプログラムなど
の各種処理プログラムを読み出してメモリー１２に展開し、展開したプログラムに従って
超音波診断装置１Ａの各部を制御する。ＲＯＭは、半導体などの不揮発メモリーなどによ
り構成され、超音波診断装置１Ａに対応するシステムプログラム及び該システムプログラ
ム上で実行可能な各種処理プログラムや、ガンマテーブルなどの各種データなどを記憶す
る。これらのプログラムは、コンピューターが読み取り可能なプログラムコードの形態で
格納され、ＣＰＵは、当該プログラムコードに従った動作を逐次実行する。メモリー１２
は、ＲＡＭ（Random Access Memory）などの揮発性の記憶部であり、ＣＰＵにより実行さ
れる各種プログラム及びこれらプログラムに係るデータを一時的に記憶するワークエリア
を形成する。
【００３９】
　電源制御部１３Ａは、バッテリー１７又はＡＣアダプター７０（商用電源）からの電源
電力が供給され、電源部１４への電源電力の供給、電源ボタン１５の押下の待機、システ
ム制御部１１への電源ボタン１５の押下の情報の通知、システム制御部１１に従った超音
波診断装置１Ａの終了（スタンバイ、シャットダウン）、起動の処理などを行う。電源制
御部１３Ａは、制御の複雑さに応じて様々な構成をとることができ、デジタル回路、マイ
コンなどの小規模なＣＰＵ、電源制御専用のＩＣ等で実現することができる。
【００４０】
　電源部１４は、システム制御部１１、超音波信号処理部３０（超音波探触子４０、表示
部５０、操作部６０）への電源電力供給を行う電源である。特に、電源部１４は、電源制
御部１３Ａの指示に従って、スタンバイ時に、メモリー１２への電源電力（スタンバイ電
源）の供給を行う。電源部１４は、レギュレーター（ＤＣ－ＤＣコンバーター、シリーズ
レギュレーター）によって構成することができる。レギュレーターは、ディスクリート部
品で構成された回路でも良いし、ＩＣや回路モジュールで構成されても良い。
【００４１】
　電源ボタン１５は、筐体２の表面に設けられ、ユーザーからの電源オン／オフ操作とし
ての押下操作入力を受け付け、その操作信号を電源制御部１３Ａに出力する。電源ボタン
１５が受け付ける操作内容は、超音波診断装置１Ａの終了（スタンバイ、シャットダウン
）後における起動操作、超音波診断装置１Ａの起動中における終了（シャットダウン）操
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作である。
【００４２】
　ここで、ＡＣアダプター７０は、商用電源に電気的に接続され、入力された商用電源の
交流を直流に変換し、変換後の直流を電源電力として接続先のＤＣ入力コネクター１６に
供給する。
【００４３】
　ＤＣ入力コネクター１６は、筐体２の表面に設けられ、ＡＣアダプター７０が電気的に
接続されるための入力コネクターである。ＤＣ入力コネクター１６は、電気的に接続され
たＡＣアダプター７０から入力された直流の電源電力を電源制御部１３Ａに出力する。
【００４４】
　バッテリー１７は、筐体２に内蔵されたリチウムイオン電池などの２次電池であり、Ａ
Ｃアダプター７０からの電源電力の充電及び電源制御部１３Ａへの電源電力の出力（放電
）が可能である。バッテリー１７は、スイッチ１８に電気的に接続されている。
【００４５】
　スイッチ１８は、筐体２の表面に設けられ、ユーザーのオン／オフ操作によりバッテリ
ー１７と電源制御部１３Ａとの間の線路を電気的に接続又は遮断するスイッチである。ス
イッチ１８は、例えば図２に示す２端子のプッシュロックスイッチであるものとする。図
２に示すスイッチ１８は、操作部１８１を備える。操作部１８１は、ユーザーにより押下
されると、電源制御部１３Ａに電気的に接続された接点１８２と、バッテリー１７に電気
的に接続された接点１８３と、の間が電気的に接続され、接続されたままロックされオン
状態となる。オン状態の操作部１８１は、ユーザーにより再度押下されると、ロックが解
除され、接点１８２と接点１８３との間が電気的に遮断されオフ状態となる。ただし、ス
イッチ１８は、プッシュロックスイッチに限定されるものではなく、シーソースイッチ、
トグルスイッチなど、他の２接点間の電気的な接続及び遮断を行うスイッチとしてもよい
。
【００４６】
　超音波診断装置１Ａが備える各部について、各々の機能ブロックの一部又は全部の機能
は、集積回路などのハードウェア回路として実現することができる。集積回路とは、例え
ばＬＳＩ（Large Scale Integration）であり、ＬＳＩは集積度の違いにより、ＩＣ（Int
egrated Circuit）、システムＬＳＩ、スーパーＬＳＩ、ウルトラＬＳＩと呼称されるこ
ともある。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限るものではなく、専用回路又は汎用プロ
セッサで実現してもよいし、ＦＰＧＡ（Field Programmable Gate Array）やＬＳＩ内部
の回路セルの接続や設定を再構成可能なリコンフィギュラブル・プロセッサーを利用して
もよい。また、各々の機能ブロックの一部又は全部の機能をソフトウェアにより実行する
ようにしてもよい。この場合、このソフトウェアは一つ又はそれ以上のＲＯＭなどの記憶
媒体、光ディスク、又はハードディスクなどに記憶されており、このソフトウェアが演算
処理器により実行される。
【００４７】
　次に、図１、図３、図４を参照して、超音波診断装置１Ａの電源に関する動作を説明す
る。図３は、完全シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ａの機能構成を示すブロック
図である。図４は、通常シャットダウンで充電の状態の超音波診断装置１Ａの機能構成を
示すブロック図である。
【００４８】
　予め、超音波診断装置１Ａは、稼働中であり、スイッチ１８がオンされている状態とす
る。また、バッテリー１７は、充電されているものとする。
【００４９】
　稼働状態の超音波診断装置１Ａにおいて、システム制御部１１は、操作部６０を介して
ユーザーから超音波診断装置１Ａの終了指示の入力を受け付けると、超音波診断装置１Ａ
の終了方法の選択の表示画面情報を表示部５０に表示する。そして、システム制御部１１
は、操作部６０を介してユーザーから、超音波診断装置１Ａの終了方法としてシャットダ
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ウン又はスタンバイの選択入力を受け付ける。
【００５０】
　例えば超音波診断装置１Ａを長時間稼働停止するため、シャットダウンが選択入力され
た場合又は電源ボタン１５がオフ操作された場合に、システム制御部１１は、図１に示す
ように、電源制御部１３Ａに通常シャットダウンの状態で超音波診断装置１Ａを終了させ
る。通常シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ａにおいて、バッテリー１７から出力
された電源電力は、給電又は稼働を表す太線に示すように、オン状態のスイッチ１８を介
して電源制御部１３Ａに供給される。電源制御部１３Ａは、太線に示すように、供給され
た電源電力により、電源ボタン１５からの起動操作を受け付け可能な待機の状態にする。
このため、通常シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ａの消費電力は、起動時よりも
低減されるが、主に電源制御部１３Ａで電力消費されている。
【００５１】
　通常シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ａにおいて、ユーザーによりスイッチ１
８がオフ操作された場合に、図３に示すように、超音波診断装置１Ａは、完全シャットダ
ウンの状態に遷移される。
【００５２】
　完全シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ａにおいて、スイッチ１８が電気的に遮
断されているため、太線がなく、バッテリー１７から電源制御部１３Ａへの電源電力の供
給がされていない。このため、完全シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ａの消費電
力は、通常シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ａの消費電力よりもさらに低減され
る。ただし、完全シャットダウンの状態では、たとえ電源ボタン１５が押下されても、超
音波診断装置１Ａは起動されない。
【００５３】
　また、通常シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ａにおいて、商用電源に接続され
たＡＣアダプター７０が、ＤＣ入力コネクター１６に電気的に接続されると、図４に示す
ように、超音波診断装置１Ａは、通常シャットダウンで充電の状態に遷移する。ＡＣアダ
プター７０から出力された電源電力は、ＤＣ入力コネクター１６、電源制御部１３Ａ、オ
ン状態のスイッチ１８を順に介してバッテリー１７に供給されて充電される。ただし、通
常シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ａにおいて、スイッチ１８がオフ操作され、
超音波診断装置１Ａが完全シャットダウンの状態に遷移されると、たとえ商用電源に接続
されたＡＣアダプター７０がＤＣ入力コネクター１６に電気的に接続されても、バッテリ
ー１７は充電されない。
【００５４】
　また、上記のように超音波診断装置１Ａの稼働中に終了方法の選択の表示画面情報が表
示部５０に表示され、例えば超音波診断装置１Ａを任意の短時間経過後に再度稼働するた
めに一時的に停止するため、スタンバイが選択入力された場合に、システム制御部１１は
、図１４に示す超音波診断装置１Ｄと同様に、電源制御部１３Ａをスタンバイの状態にさ
せる。電源制御部１３Ａは、バッテリー１７からオン状態のスイッチ１８を介して供給さ
れる電源電力により、電源ボタン１５の操作を受け付け可能な待機の状態にし、電源部１
４を介してメモリー１２に電源電力を供給し、メモリー１２に記憶されているデータの記
憶状態を保つ。スタンバイの状態の超音波診断装置１Ａにおいて、スイッチ１８をオフ操
作すると、メモリー１２に記憶されているデータが消去されてしまうため、ユーザーはス
イッチ１８をオフ操作しない。
【００５５】
　以上、本実施の形態によれば、超音波診断装置１Ａは、超音波診断装置１Ａの各部への
電力供給を行う電源部１４と、超音波診断装置１Ａの終了又は起動の操作を受け付ける電
源ボタン１５と、電源ボタン１５の入力受付を制御し、電源部１４への電源電力供給及び
制御を行う電源制御部１３Ａと、超音波診断装置１Ａに内蔵され、電源制御部１３Ａに電
源電力を供給するバッテリー１７と、オン又はオフの操作を受け付け、当該操作に応じて
バッテリー１７と電源制御部１３Ａとの間の線路を電気的に接続又は遮断するスイッチ１



(11) JP 2018-187127 A 2018.11.29

10

20

30

40

50

８と、を備える。
【００５６】
　このため、通常シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ａにおいて、バッテリー１７
を超音波診断装置１Ａから取り外すことなく、長時間使用せず、また、外部電源による充
電が行えない状況が想定される場合に、スイッチ１８をオフすることで、完全シャットダ
ウンの状態にして、超音波診断装置１Ａの終了後の電力消費を容易に低減でき、移動など
で長時間経過した後も、バッテリー１７に充電した電力量で本来可能な診断時間を活かし
きることができる。また、バッテリー１７を超音波診断装置１Ａから外す必要がないため
、超音波診断装置１Ａとバッテリー１７とを一体で携行でき、バッテリー１７の持ち出し
を忘れることも防ぐことができる。
【００５７】
　また、超音波診断装置１Ａは、超音波診断装置１Ａの外部のＡＣアダプター７０から入
力された電源電力を電源制御部１３Ａに供給するＤＣ入力コネクター１６を備える。電源
制御部１３Ａは、ＤＣ入力コネクター１６から入力された電源電力を、スイッチ１８を介
してバッテリー１７に供給する。このため、完全シャットダウンの状態においても、スイ
ッチ１８をオン状態（通常シャットダウンの状態）にすることで、バッテリー１７を確実
に充電できる。
【００５８】
　また、超音波診断装置１Ａをシャットダウン又はスタンバイで終了する操作入力を受け
付ける操作部６０と、操作部６０又は電源ボタン１５により入力された操作に応じて、シ
ャットダウン又はスタンバイで超音波診断装置１Ａの終了処理を行うシステム制御部１１
と、を備える。このため、操作部６０又は電源ボタン１５の操作に応じて、所望のシャッ
トダウン又はスタンバイの状態で超音波診断装置１Ａを終了できる。
【００５９】
　また、超音波診断装置１Ａは、データを記憶する揮発性のメモリー１２を備える。スタ
ンバイは、電源制御部１３Ａ、電源部１４及びメモリー１２に電源電力が供給され、メモ
リー１２に記憶されたデータが保持される状態である。このため、スタンバイで終了する
ことで、メモリー１２に記憶されたデータを保持でき、再起動後に、当該データを用いて
超音波診断装置１Ａを速やかに復旧できる。
【００６０】
　また、通常シャットダウンは、電源制御部１３Ａに電源電力が供給された状態である。
このため、通常シャットダウンにおいて、電源ボタン１５の起動操作を待機でき、起動操
作された場合に、電源部１４への電力供給ための制御を速やかに行うことができる。
【００６１】
　（第２の実施の形態）
　図５～図１１を参照して、本発明に係る第２の実施の形態を説明する。先ず、図５、図
６を参照して、本実施の形態の装置構成を説明する。図５は、通常シャットダウンの状態
の超音波診断装置１Ｂの機能構成を示すブロック図である。図６は、リレー１９の概略構
成を示す図である。
【００６２】
　図５に示すように、本実施の形態の超音波診断装置１Ｂは、第１の実施の形態の超音波
診断装置１Ａにおいて電源制御部１３Ａを電源制御部１３Ｂに代え、リレー１９を追加し
た構成を有する。このため、超音波診断装置１Ｂにおいて、超音波診断装置１Ａと同様の
構成部分には、同じ符号を付してその説明を省略し、主として異なる部分を説明する。
【００６３】
　電源制御部１３Ｂは、バッテリー１７又はＡＣアダプター７０（商用電源）からの電源
電力が供給され、電源部１４への電源電力の供給、電源ボタン１５の押下の待機、システ
ム制御部１１又は電源ボタン１５の押下に従った超音波診断装置１Ａの終了（スタンバイ
、シャットダウン）、起動、リレー１９のオン／オフ制御の処理などを行う。
【００６４】
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　リレー１９は、バッテリー１７と電源制御部１３Ｂとの間にスイッチ１８と並列に設け
られ、電源制御部１３Ｂからの制御に従って、バッテリー１７と電源制御部１３Ｂとの間
の線路の電気的な接続又は開放を切替える部品であり、例えば、シングルスティップル型
のリレーとする。電源制御部１３Ｂによりリレー１９の制御端子に電流又は電圧が与えら
れると、バッテリー１７と電源制御部１３Ｂとの間の線路が電気的に接続されてオン状態
となる。電源制御部１３Ｂによりリレー１９の制御端子に電流又は電圧が与えられないと
、バッテリー１７と電源制御部１３Ｂとの間の線路が電気的に遮断されてオフ状態となる
。
【００６５】
　リレー１９は、図６に示すように、操作部１９１と、接点部１９２と、を備える。操作
部１９１は、電源制御部１３Ｂからの電流又は電圧があると、接点部１９２をオン状態に
し、電源制御部１３Ｂに電気的に接続された接点１９３とバッテリー１７に電気的に接続
された接点１９４との間を電気的に接続する。操作部１９１は、電源制御部１３Ｂからの
電流又は電圧がないと、接点部１９２をオフ状態にし、接点１９３と接点１９４との間を
電気的に遮断する。
【００６６】
　リレー１９に使用するリレーは、大きくは、メカニカル型と、半導体型とに分けられる
。メカニカル型のリレー１９において、例えば、操作部１９１が、励磁コイル及び磁石と
なり、接点部１９２が、操作部１９１の磁石の移動に応じてオン／オフされる機械式のス
イッチとなる。半導体型のリレー１９において、例えば、操作部１９１が、ＬＥＤ（Ligh
t Emitting Diode）などの発光部となり、接点部１９２が、操作部１９１の発光の有無に
応じてオン／オフされるＰｈｏｔｏＭＯＳ（Metal-Oxide-Semiconductor）スイッチなど
の電気式のスイッチとなる。
【００６７】
　次に、図５、図７～図１１を参照して、超音波診断装置１Ｂの電源に関する動作を説明
する。図７は、完全シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ｂの機能構成を示すブロッ
ク図である。図８は、通常シャットダウンで充電の状態の超音波診断装置１Ｂの機能構成
を示すブロック図である。図９は、スタンバイの状態の超音波診断装置１Ｂの機能構成を
示すブロック図である。図１０は、稼働の状態の超音波診断装置１Ｂの機能構成を示すブ
ロック図である。図１１は、稼働で充電の状態の超音波診断装置１Ｂの機能構成を示すブ
ロック図である。
【００６８】
　図５において、予め、超音波診断装置１Ｂは、稼働中であり、スイッチ１８がオンされ
ている状態とする。また、バッテリー１７は、充電されているものとする。
【００６９】
　稼働状態の超音波診断装置１Ｂにおいて、システム制御部１１は、操作部６０を介して
ユーザーから超音波診断装置１Ｂの終了指示の入力を受け付けると、超音波診断装置１Ｂ
の終了方法の選択の表示画面情報を表示部５０に表示する。そして、システム制御部１１
は、操作部６０を介してユーザーからの、超音波診断装置１Ｂの終了方法としてシャット
ダウン又はスタンバイの選択入力を受け付ける。
【００７０】
　シャットダウンが選択入力された場合又は電源ボタン１５がオフ操作された場合に、シ
ステム制御部１１は、図５に示すように、電源制御部１３Ｂに通常シャットダウンの状態
で超音波診断装置１Ｂを終了させる。通常シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ｂに
おいて、バッテリー１７から出力された電源電力は、給電又は稼働を表す太線に示すよう
に、オン状態のスイッチ１８を介して電源制御部１３Ｂに供給される。電源制御部１３Ｂ
は、太線に示すように、供給された電源電力により、電源ボタン１５からの起動操作を受
け付け可能な待機の状態にし、またリレー１９をオフする。このため、通常シャットダウ
ンの状態の超音波診断装置１Ｂの消費電力は、起動時よりも低減されるが、主に電源制御
部１３Ｂで電力消費されている。
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【００７１】
　通常シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ｂにおいて、ユーザーによりスイッチ１
８がオフ操作された場合に、図７に示すように、超音波診断装置１Ｂは、完全シャットダ
ウンの状態に遷移される。
【００７２】
　完全シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ｂにおいて、スイッチ１８が電気的に遮
断されているため、太線がなく、バッテリー１７から電源制御部１３Ｂへの電源電力の供
給がされていない。このため、完全シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ｂの消費電
力は、通常シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ｂの消費電力よりもさらに低減され
る。ただし、完全シャットダウンの状態では、たとえ電源ボタン１５が押下されても、超
音波診断装置１Ｂは起動されない。
【００７３】
　また、完全シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ｂにおいて、商用電源に接続され
たＡＣアダプター７０が、ＤＣ入力コネクター１６に電気的に接続されると、図８に示す
ように、超音波診断装置１Ｂは、通常シャットダウンで充電の状態に遷移する。ＡＣアダ
プター７０から出力された電源電力は、太線に示すように、ＤＣ入力コネクター１６を介
して電源制御部１３Ｂに供給される。電源制御部１３Ｂは、太線に示すように、供給され
た電源電力により、電源ボタン１５からの起動操作を受け付け可能な待機の状態にし、ま
たリレー１９をオンする。このため、電源制御部１３Ｂから出力された電源電力がリレー
１９を介してバッテリー１７に供給されて充電される。また、通常シャットダウンの状態
の超音波診断装置１Ｂにおいて、商用電源に接続されたＡＣアダプター７０がＤＣ入力コ
ネクター１６に電気的に接続されると、同様にして、ＡＣアダプター７０から出力された
電源電力が、ＤＣ入力コネクター１６、電源制御部１３Ｂ、オン状態のリレー１９を順に
介してバッテリー１７に供給されて充電される。
【００７４】
　また、上記のように超音波診断装置１Ｂの稼働中に終了方法の選択の表示画面情報が表
示部５０に表示され、スタンバイが選択入力された場合に、システム制御部１１は、図９
に示すように、電源制御部１３Ｂをスタンバイの状態にさせる。電源制御部１３Ｂは、バ
ッテリー１７からオン状態のスイッチ１８を介して供給される電源電力により、電源ボタ
ン１５を操作可能な待機の状態にし、電源部１４を介してメモリー１２に電源電力を供給
し、メモリー１２に記憶されているデータを保持する。このとき、電源制御部１３Ｂは、
リレー１９をオン状態にしてもオフ状態にしてもよいが、省電力のためオフ状態が望まし
い。ただし、スタンバイの状態の超音波診断装置１Ｂにおいて、リレー１９がオフ状態で
あると、スイッチ１８をオフ操作すると、メモリー１２に記憶されているデータが消去さ
れる。スタンバイの状態の超音波診断装置１Ｂにおいて、リレー１９がオン状態であると
、スイッチ１８をオフ操作しても、メモリー１２に記憶されているデータが消去されない
。
【００７５】
　完全シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ｂにおいて、超音波診断装置１Ｂを起動
するには、先にスイッチ１８をオン操作して、通常シャットダウンの状態の超音波診断装
置１Ｂに遷移する方法がある。遷移後の通常シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ｂ
において、電源ボタン１５がオン操作されると、図１０に示すように、引き続きバッテリ
ー１７から出力された電源電力が、オン状態のスイッチ１８を介して電源制御部１３Ｂに
供給される。電源制御部１３Ｂは、電源部１４に電源電力を供給し、電源部１４により超
音波診断装置１Ｂのシステム制御部１１、超音波信号処理部３０、表示部５０、操作部６
０などの各部に給電させるとともに、リレー１９をオンする。システム制御部１１は、超
音波診断装置１Ｂを起動し稼働状態となる。超音波診断装置１Ｂの稼働状態において、オ
ン状態のリレー１９により、スイッチ１８のオン／オフに関わらず、バッテリー１７から
出力された電源電力が、オン状態のリレー１９、電源制御部１３Ｂを介して電源部１４に
供給され続ける。
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【００７６】
　完全シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ｂにおいて、超音波診断装置１Ｂを起動
する他の方法としては、商用電源に接続されたＡＣアダプター７０をＤＣ入力コネクター
１６に電気的に接続する方法もある。完全シャットダウンの状態の超音波診断装置１Ｂに
おいて、商用電源に接続されたＡＣアダプター７０がＤＣ入力コネクター１６に電気的に
接続されると、図８と同様に、ＡＣアダプター７０から出力された電源電力が、ＤＣ入力
コネクター１６、電源制御部１３Ｂ、オン状態のリレー１９を介してバッテリー１７に供
給されて充電され、通常シャットダウンで充電の状態の超音波診断装置１Ｂに遷移する。
そして、電源ボタン１５がオン操作されると、図１１に示すように、ＡＣアダプター７０
から出力された電源電力が、ＤＣ入力コネクター１６を介して電源制御部１３Ｂに供給さ
れる。電源制御部１３Ｂは、電源部１４に電源電力を供給し、電源部１４により超音波診
断装置１Ｂのシステム制御部１１、超音波信号処理部３０、表示部５０、操作部６０など
の各部に給電させるとともに、引き続きリレー１９をオンする。システム制御部１１は、
超音波診断装置１Ｂを起動し稼働状態となる。超音波診断装置１Ｂの起動状態において、
オン状態のリレー１９により、スイッチ１８のオン／オフに関わらず、ＡＣアダプター７
０から出力された電源電力が、ＤＣ入力コネクター１６、電源制御部１３Ｂ、オン状態の
リレー１９を介してバッテリー１７に供給され充電され続ける。
【００７７】
　以上、本実施の形態によれば、超音波診断装置１Ｂは、バッテリー１７と電源制御部１
３Ｂとの間にスイッチ１８と並列に設けられ、電源制御部１３Ｂからのオン又はオフの制
御に応じて、バッテリー１７と電源制御部１３Ｂとの間の線路を接続又は遮断するリレー
１９を備える。電源制御部１３Ｂは、スイッチ１８がオフでかつＤＣ入力コネクター１６
から電源電力が入力された場合に、リレー１９をオンし、入力された電源電力を、リレー
１９を介してバッテリー１７に供給する。このため、完全シャットダウンの状態の超音波
診断装置１Ｂにおいても、スイッチ１８をオフ状態にしたまま、通常シャットダウンで充
電の状態にでき、バッテリー１７を確実に充電できる。
【００７８】
　また、電源制御部１３Ｂは、超音波診断装置１Ｂが稼働している場合に、リレー１９を
オンする。このため、超音波診断装置１Ｂが稼働中に、スイッチ１８が押下されても、完
全シャットダウンの状態に遷移されることを防ぐことができる。
【００７９】
　また、電源制御部１３Ｂは、スタンバイで超音波診断装置１Ｂが終了された場合に、リ
レー１９をオフする。このため、スタンバイの状態の超音波診断装置１Ｂにおいて、消費
電力を低減できる。
【００８０】
　（第３の実施の形態）
　図１２、図１３を参照して、本発明に係る第３の実施の形態を説明する。先ず、図１２
、図１３を参照して、本実施の形態の装置構成を説明する。図１２は、スタンバイの状態
の超音波診断装置１Ｃの機能構成を示すブロック図である。図１３は、スイッチ１８Ｃの
概略構成を示す図である。
【００８１】
　図１２に示すように、本実施の形態の超音波診断装置１Ｃは、第２の実施の形態の超音
波診断装置１Ｂにおいてスイッチ１８をスイッチ及び通知部としてのスイッチ１８Ｃに代
え、線路２０を追加した構成を有する。このため、超音波診断装置１Ｃにおいて、超音波
診断装置１Ｂと同様の構成部分には、同じ符号を付してその説明を省略し、主として異な
る部分を説明する。
【００８２】
　スイッチ１８Ｃは、筐体２の表面に設けられ、ユーザーのオン／オフの操作によりバッ
テリー１７と電源制御部１３Ｂとの間の線路を電気的に接続又は遮断し、オン／オフの状
態の信号を電源制御部１３Ｂに出力するスイッチである。線路２０は、スイッチ１８Ｃと
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電源制御部１３Ｂとの間に設けられた電気的な線路である。
【００８３】
　スイッチ１８Ｃは、例えば図１３に示す４端子のプッシュロックスイッチであるものと
する。図１３に示すスイッチ１８Ｃは、操作部１８１Ｃを備える。操作部１８１Ｃは、ユ
ーザーにより押下されると、電源制御部１３Ｂに電気的に接続された接点１８２Ｃと、バ
ッテリー１７に電気的に接続された接点１８３Ｃと、の間を電気的に接続し、これに連動
して、プルアップ抵抗Ｒ１を介して電源電圧部Ｖに接続された接点１８４Ｃと、接地部Ｇ
に接続された接点１８５Ｃと、の間を電気的に接続し、接続されたままロックされオン状
態となる。オン状態のスイッチ１８Ｃにおいて、接地部Ｇからのローレベルの電圧信号が
、接点１８５Ｃ、操作部１８１Ｃ、接点１８４Ｃを介して、線路２０（電源制御部１３Ｂ
）に出力される。ローレベルの電圧信号は、スイッチ１８Ｃがオンされていることを示す
信号である。
【００８４】
　オン状態の操作部１８１Ｃは、ユーザーにより再度押下されると、接点１８２Ｃと接点
１８３Ｃとの間を電気的に遮断し、これに連動して、接点１８４Ｃと接点１８５Ｃとの間
を電気的に遮断し、オフ状態となる。オフ状態のスイッチ１８Ｃにおいて、電源電圧部Ｖ
からプルアップ抵抗Ｒ１を介するハイレベルの電圧信号が、線路２０（電源制御部１３Ｂ
）に出力される。ハイレベルの電圧信号は、スイッチ１８Ｃがオフされていることを示す
信号である。ただし、スイッチ１８Ｃは、プッシュロックスイッチに限定されるものでは
なく、シーソースイッチ、トグルスイッチなど、他の２組の２接点間の電気的な接続及び
遮断を行うスイッチとしてもよい。
【００８５】
　次に、図１２を参照して、超音波診断装置１Ｃの電源に関する動作を説明する。
【００８６】
　超音波診断装置１Ｃでは、ユーザーから操作部６０を介する超音波診断装置１Ｃの終了
方法の選択入力を行わない。スイッチ１８Ｃのオン／オフ状態に応じて、超音波診断装置
１Ｃの終了方法が自動的に決まる。
【００８７】
　予め、超音波診断装置１Ｃは、稼働中であり、スイッチ１８がオンされている状態とす
る。また、バッテリー１７は、十分に充電されているものとする。
【００８８】
　稼働状態の超音波診断装置１Ｃにおいて、ユーザーから操作部６０を介して終了操作が
入力された場合又は電源ボタン１５がオフ操作された場合、システム制御部１１は、スイ
ッチ１８Ｃから線路２０を介して入力される信号に応じて、超音波診断装置１Ｃを完全シ
ャットダウン又はスタンバイの状態で終了する。
【００８９】
　例えば、図１０の超音波診断装置１Ｂと同様の稼働状態の超音波診断装置１Ｃにおいて
、ユーザーによりスイッチ１８Ｃがオフ操作されたものとする。このとき、リレー１９が
オンされているため、引き続きバッテリー１７から出力された電源電力がリレー１９、電
源制御部１３Ｂを介して電源部１４に供給され、引き続き稼働状態の超音波診断装置１Ｃ
となる。スイッチ１８Ｃから線路２０を介して電源制御部１３Ｂに入力される信号は、ス
イッチ１８Ｃのオフを示す信号となる。この稼働状態の超音波診断装置１Ｃにおいて、ユ
ーザーにより操作部６０を介して終了操作が入力された場合又は電源ボタン１５がオフ操
作された場合に、システム制御部１１は、入力されたスイッチ１８Ｃのオフを示す信号に
応じて、電源制御部１３Ｂにリレー１９をオフさせ、超音波診断装置１Ｃを完全シャット
ダウンの状態で終了する。スイッチ１８Ｃ及びリレー１９がオフ状態であるので、バッテ
リー１７から電源電力が供給されない。
【００９０】
　また、例えば、図１０の超音波診断装置１Ｂと同様の稼働状態の超音波診断装置１Ｃに
おいて、スイッチ１８Ｃがオン状態であるものとする。このとき、リレー１９がオンされ
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ているため、引き続きバッテリー１７から出力された電源電力がリレー１９、電源制御部
１３Ｂを介して電源部１４に供給され、引き続き稼働状態の超音波診断装置１Ｃとなる。
スイッチ１８Ｃから線路２０を介して電源制御部１３Ｂに入力される信号は、スイッチ１
８Ｃのオンを示す信号となる。この稼働状態の超音波診断装置１Ｃにおいて、ユーザーに
より操作部６０を介して終了操作が入力された場合又は電源ボタン１５がオフ操作された
場合に、図１２に示すように、システム制御部１１は、入力されたスイッチ１８Ｃのオフ
を示す信号に応じて、電源制御部１３Ｂにリレー１９をオフ又はオンさせ、超音波診断装
置１Ｃをスタンバイの状態で終了する。バッテリー１７から出力された電源電力は、オン
状態のスイッチ１８Ｃを介して電源制御部１３Ｂに供給され、電源部１４を介してメモリ
ー１２に供給される。このとき、電源制御部１３Ｂは、リレー１９をオンさせる構成とし
てもよいが、省電力のため、リレー１９をオフさせる構成が望ましい。
【００９１】
　また、スタンバイの状態の超音波診断装置１Ｃにおいて、図８に示すスタンバイで充電
の状態の超音波診断装置１Ｂと同様にして、商用電源に接続されたＡＣアダプター７０を
ＤＣ入力コネクター１６に電気的に接続して、スタンバイで充電の状態の超音波診断装置
１Ｃとしてもよい。
【００９２】
　以上、本実施の形態によれば、超音波診断装置１Ｃは、超音波診断装置１Ｃの終了の操
作入力を受け付ける操作部６０と、操作部６０又は電源ボタン１５により入力された操作
に応じて、超音波診断装置１Ｃの終了処理を行うシステム制御部１１と、を備える。スイ
ッチ１８Ｃは、オンの状態の場合に、当該オンの状態をシステム制御部１１に通知する。
システム制御部１１は、スイッチ１８Ｃのオンの状態の通知がある場合の操作部６０又は
電源ボタン１５により入力された終了の操作に応じて、スタンバイで超音波診断装置１Ｃ
の終了処理を行う。このため、ユーザーが終了方法としてスタンバイを選択入力しなくて
も、スイッチ１８Ｃのオン状態に応じて自動的にスタンバイで終了でき、ユーザーの負担
を低減できる。
【００９３】
　また、スイッチ１８Ｃは、オフの状態の場合に、当該オフの状態をシステム制御部１１
に通知する。システム制御部１１は、スイッチ１８Ｃのオフの状態の通知がある場合の操
作部６０又は電源ボタン１５により入力された終了の操作に応じて、シャットダウンで超
音波診断装置１Ｃの終了処理を行う。このため、ユーザーが終了方法としてシャットダウ
ンを選択入力しなくても、スイッチ１８Ｃのオフ状態に応じて自動的に完全シャットダウ
ンで終了でき、ユーザーの負担を低減できる。
【００９４】
　なお、上記実施の形態における記述は、本発明に係る好適な超音波診断装置の一例であ
り、これに限定されるものではない。
【００９５】
　例えば、上記実施の形態では、スイッチ１８，１８Ｃ、リレー１９を、バッテリー１７
を有する超音波診断装置に適用する構成を説明したが、これに限定されるものではない。
例えば、スイッチ１８，１８Ｃ、リレー１９などの上記実施の形態の構成を、放射線画像
の生成、表示などの処理を行う画像診断装置、心電図画像の生成、表示などの処理を行う
画像診断装置など、バッテリーを有し医用画像の処理を行う他の医用画像診断装置に適用
する構成としてもよい。
【００９６】
　また、以上の実施の形態における超音波診断装置１Ａ，１Ｂ，１Ｃを構成する各部の細
部構成及び細部動作に関して本発明の趣旨を逸脱することのない範囲で適宜変更可能であ
る。
【符号の説明】
【００９７】
１Ａ，１Ｂ，１Ｃ，１Ｄ　超音波診断装置
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２，２Ｄ　筐体
１１　システム制御部
１２　メモリー
１３Ａ，１３Ｂ　電源制御部
１４　電源部
１５　電源ボタン
１６　ＤＣ入力コネクター
１７　バッテリー
１８，１８Ｃ　スイッチ
１８１，１８１Ｃ　操作部
１８２，１８３，１８２Ｃ，１８３Ｃ，１８４Ｃ，１８５Ｃ　接点
１９　リレー
１９１　操作部
１９２　接点部
１９３，１９４　接点
２０　線路
３０　超音波信号処理部
３１　送受信部
３２　ビームフォーミング部
３３　信号処理部
３４　表示処理部
４０　超音波探触子
５０　表示部
６０　操作部
７０　ＡＣアダプター
【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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